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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
五
十
号
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
三
月

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
六
）

「
少
國
民
新
聞
」（
東
日
版
）
に
お
け
る
読
者
投
稿
作
品
の
位
相
と
展
開
（
一
四
）

熊
木

哲

�キー
ワ
ー
ド

�戦
時
下
、
児
童
文
化
、
少
國
民
新
聞
、
俳
句
、
昭
和
十
七
年

本
稿
で
は
、
「
少
國
民
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
、
昭
和
十
七
年
の
「
俳
句
」
を

四
半
期
毎
に
検
討
す
る
。

引
用
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。

作
者
に
つ
い
て
は
、
在
籍
校
名
・
在
学
年
・
性
別
を
記
す
に
と
ど
め
、
適
宜
、

府
県
名
を
補
っ
た
。
在
学
年
次
の
う
ち
「
高
一
」
「
高
二
」
は
高
等
科
一
年
、
二

年
を
示
す
。

一
昭
和
十
七
年
の
「
俳
句
」
作
品
の
展
開

昭
和
十
七
年
の
検
討
対
象
は
、
一
月
一
日
（
木
・
第
一
六
四
二
号
）
か
ら
十
二

月
三
十
日
（
水
・
第
一
九
五
一
号
）
ま
で
で
あ
る
が
、
国
会
図
書
館
蔵
「
少
國
民

新
聞
」
に
は
、
一
版
と
二
版
の
十
日
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、
三
二
二
紙
面
と
な
る
。

し
か
し
、
二
月
二
十
日
（
金
・
第
一
六
八
五
号
）
、
五
月
七
日
（
木
・
第
一
七
四

九
号
）、
五
月
三
十
一
日
（
日
・
第
一
七
七
〇
号
）、
十
二
月
十
九
日
（
土
・
第
一

九
四
二
号
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
「
欠
」
で
あ
り
、
検
討
対
象
は
三
一
八
紙

面
で
あ
る
。

作
品
の
掲
載
状
況
は
、
月
曜
日
を
、
原
則
、
休
刊
と
し
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日

ま
で
、「
綴
方
」「
詩
」「
短
歌
」「
俳
句
」「
書
方
」「
図
画
」
の
総
て
か
、
或
い
は
、

そ
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

「
少
國
民
新
聞
」
に
改
題
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
に
は
、
前
身
の
「
東
日
小
学
生

新
聞
」
で
は
設
定
さ
れ
て
い
た
「
紙
上
作
品
展
覧
会
」
あ
る
い
は
「
紙
上
作
品
展
」

の
紙
面
構
成
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
十
七
年
五
月
十
三
日
（
水
・
第
一
七
五
四

号
）
か
ら
「
私
達
の
作
品
室
」
が
設
定
さ
れ
た
。

「
私
達
の
作
品
室
」
は
、
原
則
と
し
て
、
水
・
金
・
日
の
週
三
回
設
定
さ
れ
た

が
、
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
の
四
日
間
連
続
で
設
定
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
設
定
上
の
基
準
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

紙
面
構
成
は
、
前
年
（
十
六
年
）
の
十
月
九
日
か
ら
週
一
回
（
木
）
、
十
一
月

五
日
か
ら
週
二
回
（
水
・
金
）
、
十
二
月
九
日
か
ら
は
週
三
回
（
火
・
木
・
土
）

が
二
面
構
成
と
な
っ
た
が
、
十
七
年
も
同
様
に
、
原
則
と
し
て
、
二
面
構
成
が
週

三
回
（
火
・
木
・
土
）
、
四
面
構
成
が
週
二
回
（
水
・
金
）
で
あ
っ
た
が
、
金
曜

日
の
二
面
構
成
が
三
月
二
十
日
、
六
月
十
二
日
、
七
月
十
七
日
・
三
十
一
日
、
八

月
二
十
一
日
、
十
月
十
六
日
の
六
日
分
あ
っ
た
。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
六
）
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日
曜
日
は
、
四
面
と
八
面
が
交
互
に
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
十
一
月
八
日
（
日
）

は
六
面
と
な
り
、
以
後
、
日
曜
日
は
四
面
と
六
面
構
成
と
な
り
、
十
七
年
の
八
面

構
成
は
十
月
二
十
五
日
が
最
後
と
な
っ
た
。

二
面
構
成
で
は
、
十
六
年
に
は
十
五
日
分
で
全
て
の
作
品
掲
載
は
無
か
っ
た
が
、

十
七
年
で
は
七
十
日
分
で
無
か
っ
た
。

な
お
、
国
会
図
書
館
蔵
「
少
國
民
新
聞
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
は
、
十
七
年

五
月
十
六
日
・
二
十
一
日
・
二
十
三
日
・
二
十
四
日
・
二
十
六
日
・
二
十
八
日
・

二
十
九
日
・
三
十
日
、
六
月
四
日
分
で
一
版
と
二
版
に
作
品
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

一
版
と
二
版
で
作
品
が
異
な
る
場
合
に
掲
載
作
品
数
と
し
て
集
計
し
た
。

「
俳
句
」
の
掲
載
で
は
、
五
月
二
十
一
日
の
一
版
で
は
三
作
品
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
が
、
二
版
で
は
同
じ
作
品
の
二
作
品
と
な
り
、
五
月
三
十
日
で
は
一
版
が
一

作
品
、
二
版
で
は
一
版
と
は
違
う
三
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち

の
一
作
品
は
五
月
二
十
八
日
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
と
同
じ
作
者
・
内
容
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
七
年
、「
俳
句
」
の
掲
載
数
は
四
七
〇
作
品
。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
が
九
八
作
品
。

第
二
四
半
期
が
一
六
二
作
品
。

第
三
四
半
期
が
一
三
七
作
品
。

第
四
四
半
期
が
七
三
作
品
。

昭
和
十
七
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
俳
句
」
四
七
〇
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に

「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
五
七
作
品
（
約
一
二
・
一
％
）。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
で
は
九
八
作
品
中
一
一
（
約
一
一
・
二
％
）。

第
二
四
半
期
で
は
一
六
二
作
品
中
二
一
（
約
一
二
・
九
％
）。

第
三
四
半
期
で
は
一
三
七
作
品
中
九
（
約
六
・
六
％
）。

第
四
四
半
期
で
は
七
三
作
品
中
一
六
（
約
二
一
・
九
％
）。

因
み
に
、
昭
和
十
四
年
か
ら
十
七
年
に
お
け
る
「
俳
句
」
作
品
の
内
容
に
「
戦

時
下
」
色
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
四
年
は
、
三
三
二
作
品
中
三
六
（
約
一
〇
・
八
％
）。

昭
和
十
五
年
は
、
五
五
六
作
品
中
六
四
（
約
一
一
・
五
％
）。

昭
和
十
六
年
は
、
四
一
八
作
品
中
四
七
（
約
一
一
・
二
％
）。

昭
和
十
七
年
は
、
四
七
〇
作
品
中
五
七
（
約
一
二
・
一
％
）。

十
七
年
の
「
俳
句
」
は
、
掲
載
数
が
最
も
多
か
っ
た
十
五
年
よ
り
八
六
作
品
少

な
い
が
、
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
は
〇
・
六
％
増
加
し
、
昭

和
十
四
年
以
降
で
最
も
高
く
な
っ
た
。

な
お
、
十
七
年
一
年
間
に
、
複
数
の
「
俳
句
」
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、

最
多
の
七
句
が
一
名
（
青
森
県
女
鹿
沢
校
高
二
男
子
）。

六
句
が
一
名
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
高
校
高
二
男
子
）。

五
句
が
三
名
（
青
森
県
田
子
校
高
二
男
子
、
福
島
県
小
田
倉
校
高
二
男
子
と
東

京
市
日
本
橋
区
箱
崎
校
六
年
男
子
）。

以
下
、
四
句
が
七
名
、
三
句
が
八
名
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
在
籍
校
で
、
一
年
間
に
最
多
の
一
八
句
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
青

森
県
田
子
校
（
六
年
男
子
一
名
、
高
一
男
子
一
名
、
高
一
・
二
男
子
一
名
、
高
二

男
子
八
名
）。

一
六
句
掲
載
さ
れ
た
の
が
二
校
。
神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
高
校
（
高
二
男
子
六
名
）

と
千
葉
県
竹
岡
校
（
五
年
男
子
一
名
、
五
・
六
年
男
子
三
名
、
六
年
男
子
四
名
）。

九
句
が
青
森
県
師
範
附
属
校
（
五
年
男
子
四
名
、
六
年
男
子
四
名
）
の
一
校
。

七
句
が
青
森
県
女
鹿
沢
校
（
高
一
・
二
男
子
一
名
）
の
一
校
。

六
句
が
秋
田
県
里
見
校
（
六
年
男
子
一
名
、
高
一
男
子
三
名
、
高
二
男
子
一
名
）

の
一
校
。

そ
の
他
、
五
句
が
七
校
、
四
句
が
八
校
、
三
句
が
九
校
。

以
下
、
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
が
、
都
合
上
、
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え

る
作
品
に
第
一
四
半
期
か
ら
第
四
四
半
期
ま
で
整
理
番
号
を
付
す
。

二
昭
和
十
七
年
第
一
四
半
期
に
お
け
る
「
俳
句
」

第
一
四
半
期
（
一
月
～
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
俳
句
」
は
九
八
句
。

こ
の
内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
一
一
句
で
あ
り
、

掲
載
率
は
約
一
一
・
二
％
と
な
る
。
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１
神
お
は
す
空
敵
機
来
ず
初
日
の
出

（
宮
城
県
柳
津
校
高
二
男
子
、
一
月
二
十
四
日
・
土
、
第
一
六
六
二
号
）

２
初
夢
に
陣
中
の
父
颯
爽
と

（
山
梨
県
上
野
校
高
二
男
子
、
一
月
三
十
日
・
金
、
第
一
六
六
七
号
）

３
朝
ま
ゐ
り
雪
ふ
む
音
の
静
か
な
る

（
岩
手
県
平
館
校
高
二
男
子
、
同
右
）

４
梅
薫
る
故
郷
を
後
に
開
拓
士

（
青
森
県
田
子
校
高
一
男
子
、
二
月
十
日
・
火
、
第
一
六
七
六
号
）

５
寒
空
を
突
き
て
す
す
む
か
練
習
機

（
埼
玉
県
児
玉
校
六
年
男
子
、
同
右
）

６
か
し
は
手
の
響
く
社
や
朝
の
雪

（
神
奈
川
県
藤
沢
市
第
二
校
六
年
男
子
、
三
月
三
日
・
火
、
第
一
六
九
四
号
）

７
大
陸
の
勇
士
を
偲
ぶ
吹
雪
か
な

（
新
潟
県
川
治
校
高
二
男
子
、
三
月
七
日
・
土
、
第
一
六
九
八
号
）

８
梅
た
の
し
傷
兵
と
肩
な
ら
べ
ゆ
く

（

�城
県
戸
多
校
高
二
男
子
、
三
月
十
三
日
・
金
、
第
一
七
〇
三
号
）

９
停
車
場
に
勇
士
送
る
や
春
の
風

（
山
形
県
清
川
校
五
年
男
子
、
三
月
二
十
二
日
・
日
、
第
一
七
一
一
号
）

10

若
芽
も
ゑ
て
も
は
や
東
亜
の
春
が
く
る

（
東
京
市
大
森
区
池
上
校
高
二
男
子
、
三
月
二
十
四
日
・
火
、
第
一
七
一
二
号
）

11

春
光
に
爆
音
高
き
爆
撃
機

（

�城
県
木
崎
校
高
二
男
子
、
三
月
二
十
九
日
・
日
、
第
一
七
一
七
号
）

１
神
お
は
す
空
敵
機
来
ず
初
日
の
出

２
初
夢
に
陣
中
の
父
颯
爽
と

「
初
日
の
出
」「
初
夢
に
」
は
、
共
に
新
年
の
季
語
。

第
一
句
「
神
お
は
す
」
は
、「
神
国
日
本
」
の
意
味
。「
神
」
が
守
っ
て
い
る
国

な
の
で
元
旦
に
は
敵
機
も
や
っ
て
来
な
い
と
い
う
こ
と
。

第
二
句
は
、
め
で
た
い
夢
を
「
初
夢
」
に
見
る
と
、
そ
の
年
は
縁
起
が
い
い
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
見
た
夢
は
出
征
中
の
父
が
「
颯
爽
」
と
し
て
い
た
と
い
う
も

の
で
、
父
に
と
っ
て
縁
起
の
い
い
こ
と
が
起
き
ま
す
よ
う
に
と
の
こ
と
。

３
朝
ま
ゐ
り
雪
ふ
む
音
の
静
か
な
る

６
か
し
は
手
の
響
く
社
や
朝
の
雪

第
三
句
は
、
降
り
積
ん
だ
雪
を
踏
ん
で
の
、
第
六
句
も
「
朝
の
雪
」
が
降
る
中
、

出
征
兵
士
の
武
運
長
久
を
祈
る
た
め
、
最
寄
り
の
神
社
へ
参
拝
し
て
の
こ
と
。
児

童
に
は
、
季
節
を
通
じ
て
、
早
朝
の
参
拝
が
児
童
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

４
梅
薫
る
故
郷
を
後
に
開
拓
士

９
停
車
場
に
勇
士
送
る
や
春
の
風

第
四
句
の
「
開
拓
士
」
は
、
満
洲
開
拓
に
向
か
う
「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
」

の
見
送
り
に
、
第
九
句
は
、
停
車
場
で
の
出
征
兵
士
の
見
送
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
児

童
が
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
の
作
句
。

５
寒
空
を
突
き
て
す
す
む
か
練
習
機

11

春
光
に
爆
音
高
き
爆
撃
機

第
五
句
と
第
十
一
句
は
、
共
に
、
見
上
げ
た
空
を
飛
ん
で
行
く
が
、
「
寒
空
」

か
ら
「
春
光
」
へ
と
季
節
は
進
ん
で
い
く
。

７
大
陸
の
勇
士
を
偲
ぶ
吹
雪
か
な

８
梅
た
の
し
傷
兵
と
肩
な
ら
べ
ゆ
く

10

若
芽
も
ゑ
て
も
は
や
東
亜
の
春
が
く
る

第
七
句
は
、
吹
雪
を
見
て
、
中
国
大
陸
に
出
征
中
の
「
勇
士
」
の
苦
労
を
偲
ぶ

も
の
で
、
身
寄
り
の
「
勇
士
」
で
も
あ
っ
て
の
こ
と
か
。

第
八
句
は
、
冬
が
過
ぎ
、
観
梅
に
「
傷
兵
」
と
出
か
け
た
時
の
作
句
。
傷
病
兵

へ
の
慰
問
の
一
齣
。

第
十
句
は
、
目
の
前
の
「
若
芽
」
を
み
て
「
東
亜
」
に
春
が
来
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
と
い
う
も
の
。
高
等
科
二
年
生
が
思
い
描
い
て
い
る
「
東
亜
」
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
。

第
一
四
半
期
に
お
け
る
「
俳
句
」
の
「
戦
時
下
」
は
、
児
童
に
と
っ
て
、
作
者

の
父
が
出
征
中
の
当

事
者
で
あ
り
、
満
洲
へ
の
「
開
拓
士
」
、
出
征
の
「
勇
士
」

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
六
）
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に
と
、
そ
の
見
送
り
の
列
に
整
列
し
、
戦
勝
祈
願
、
武
運
長
久
の
神
社
参
拝
も
、

傷
病
兵
へ
の
慰
問
も
、
そ
の
役
割
で
あ
っ
た
。

第
一
四
半
期
に
お
け
る
最
大
の
戦
果
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
陥
落
で
あ
っ
た
が
、

「
俳
句
」
作
品
に
読
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
第
一
四
半
期
の
「
俳
句
」
は
、
九
八
句
で
あ
り
、
「
戦
時
下
」
色
を
内

容
と
す
る
作
品
が
一
一
句
あ
る
も
の
の
、
残
り
の
八
七
句
は
、
児
童
の
身
の
回
り

の
日
常
を
内
容
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

燃
え
し
ぶ
る
焚
火
を
囲
む
雪
の
午
後

（
神
奈
川
県
御
所
見
校
高
二
男
子
、
一
月
十
八
日
・
日
、
第
一
六
五
七
号
）

落
葉
た
く
煙
の
濃
さ
や
霜
の
中

（
青
森
県
田
子
校
高
一
男
子
、
一
月
二
十
四
日
・
土
、
第
一
六
六
二
号
）

み
ち
ば
た
の
焚
火
か
こ
ん
で
立
ち
に
け
り

（
埼
玉
県

�遺
川
校
六
年
女
子
、
三
月
十
二
日
・
木
、
第
一
七
〇
二
号
）

共
に
焚
火
の
情
景
。
「
燃
え
し
ぶ
る
」
と
「
煙
の
濃
さ
」
は
、
い
ず
れ
も
燃
え

て
い
る
様
子
が
は
か
ば
か
し
く
な
い
こ
と
。
前
者
に
は
、
「
燃
え
し
ぶ
る
焚
火
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
で
い
る
様
子
が
想
像
さ
れ
、
後
者

か
ら
は
、
霜
の
朝
、
燃
え
上
が
り
に
く
い
焚
火
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
み
ち
ば
た
の
」
は
、
上
手
く
燃
え
上
が
り
、
手
を
か
ざ
し
て
暖
を
取
っ
て
い

る
輪
に
児
童
も
い
る
と
い
う
こ
と
。
温
か
さ
と
笑
顔
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

寒
空
に
小
雀
達
の
鬼
ご
つ
こ

（
北
海
道
中
札
内
校
四
年
男
子
、
一
月
十
四
日
・
水
、
第
一
六
五
三
号
）

雪
降
つ
て
小
雀
宿
を
さ
が
し
け
り

（
青
森
県
八
戸
市
売
市
校
高
二
男
子
、
二
月
十
三
日
・
金
、
第
一
六
七
九
号
）

小
雀
や
軒
か
ら
お
と
す
朝
の
雪

（
北
海
道
力
昼
校
高
二
男
子
、
二
月
二
十
二
日
・
日
、
第
一
六
八
七
号
）

三
句
と
も
、
第
一
四
半
期
の
季
節
を
、
小
雀
の
動
き
で
捉
え
た
作
品
。

「
寒
空
に
」
で
は
、
寒
い
中
、
空
を
あ
ち
こ
ち
し
て
い
る
小
雀
達
を
見
上
げ
て

い
る
児
童
が
い
る
と
い
う
こ
と
。

「
雪
降
つ
て
」
で
は
、
児
童
は
、「
雀
の
お
宿
」
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

そ
の
宿
が
雪
に
埋
も
れ
、
小
雀
が
「
お
宿
」
の
辺
り
を
飛
び
回
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
。

「
小
雀
や
」
で
は
、
小
雀
が
軒
で
雪
浴
び
で
も
し
て
い
た
か
。
朝
、
軒
か
ら
パ

ラ
パ
ラ
と
雪
が
舞
っ
て
来
く
る
の
を
見
上
げ
て
い
た
。

木
の
根
よ
り
消
え
は
じ
め
た
り
春
の
雪

（
新
潟
県
紫
雲
寺
校
高
二
男
子
、
三
月
四
日
・
水
、
第
一
六
九
五
号
）

遠
山
に
ま
だ
雪
み
え
て
麦
の
び
ぬ

（
青
森
県
師
範
附
属
校
五
年
男
子
、
三
月
八
日
・
日
、
第
一
六
九
九
号
）

雪
ど
け
の
庭
に
水
仙
芽
を
出
し
ぬ

（
神
奈
川
県
綾
瀬
校
高
二
女
子
、
三
月
十
一
日
・
水
、
第
一
七
〇
一
号
）

春
の
日
に
ひ
な
た
ぼ
つ
こ
の
子
猫
か
な

（
埼
玉
県
児
玉
校
六
年
男
子
、
三
月
十
五
日
・
日
、
第
一
七
〇
五
号
）

雪
消
え
て
せ
り
つ
む
人
の
姿
見
ゆ

（
長
野
県
穂
高
校
六
年
男
子
、
三
月
二
十
二
日
・
日
、
第
一
七
一
一
号
）

峰
々
の
雪
は
と
け
た
り
卒
業
歌

（
青
森
県
女
鹿
沢
校
高
二
男
子
、
同
右
）

「
木
の
根
よ
り
」
は
、
雪
ど
け
が
木
の
根
元
か
ら
始
ま
る
事
を
見
て
取
り
、「
雪

ど
け
の
」
で
は
、
庭
の
雪
も
解
け
、
水
仙
の
伸
び
始
め
を
見
て
、
そ
こ
に
春
の
到

来
を
実
感
し
た
と
い
う
こ
と
。
共
に
、
確
か
な
観
察
眼
に
よ
る
作
句
。

「
遠
山
に
」
は
、

里
の
雪
は

融
け
た
も
の
の
、
遠
く
に
見
え
る
山
々
に
は
雪
が

残
っ
て
お
り
、
目
の
前
の
麦
の
伸
び
に
も
勢
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
視
線
は
、

遠
く
に
近
く
に
向
け
ら
れ
、
春
の
浅
さ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

「
春
の
日
に
」
に
は
、
日
だ
ま
り
に

包
ま
れ
て
い
る
子
猫
の
温
か
さ
を
作
者
が

体
感
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
子
猫
に
注
ぐ
視
線
が
あ
た
た
か
い
。

「
雪
消
え
て
」
は
、
川

端
の

芹
を

摘
ん
で
い
る
人
を
み
た
と
い
う
こ
と
。
野

原

の
雪
も
消
え
、
水
も
温
ん
で
春
が
来
た
光
景
だ
。

「
峰
々
の
」
は
、
山
の
雪
も
消
え
て
卒
業
の
歌
を
歌
う
季
節
が
や
っ
て
来
た
と

う
こ
と
。
作
者
は
、
こ
の
作
品
を
は
じ
め
、
こ
の
後
、
一
年
間
で
七
作
品
が
掲
載
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さ
れ
て
お
り
、「
卒
業
歌
」
は
卒
業
生
を
送
る
た
め
の
歌
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

第
一
四
半
期
、
児
童
は
、
焚
火
に
、
降
る
雪
に
、
雪
ど
け
に
と
、
身
の
回
り
の

季
節
柄
を
作
品
に
描
い
て
み
せ
た
。

以
上
、
昭
和
十
七
年
第
一
四
半
期
の
「
俳
句
」
を
検
討
し
て
き
た
。

こ
の
時
期
に
掲
載
さ
れ
た
九
八
句
の
う
ち
「
戦
時
下
」
色
を
内
容
と
す
る
も
の

は
一
一
句
で
あ
り
、
掲
載
率
か
ら
は
約
一
一
・
二
％
。
前
年
十
二
月
の
戦
果
の
は

な
ば
な
し
さ
が
記
憶
に
新
し
い
中
、
「
俳
句
」
作
品
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
戦

果
が
作
句
に
与
え
た
影
響
は
色
濃
く
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

三
昭
和
十
七
年
第
二
四
半
期
に
お
け
る
「
俳
句
」

第
二
四
半
期
（
四
月
～
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
俳
句
」
は
一
六
二
句
。
そ
の

内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
二
一
句
で
あ
り
、
掲
載
作
品

に
占
め
る
掲
載
率
は
約
一
二
・
九
％
と
な
る
。

12

戦
勝
を
祈
る
社
や
花
吹
雪

（
山
梨
県
大
石
校
高
一
男
子
、
四
月
十
二
日
・
日
、
第
一
七
二
八
号
）

13

つ
み
草
や
モ
ン
ペ
姿
の
愛
ら
し
き

（
宮
城
県
気
仙
沼
校
高
二
女
子
、
四
月
十
五
日
・
水
、
第
一
七
三
〇
号
）

14

春
風
に
勝
利
の
御
旗
ひ
る
が
へ
り

（
北
海
道
小
頓
別
校
六
年
女
子
、
四
月
二
十
三
日
・
木
、
第
一
七
三
七
号
）

15

麦
ふ
み
の
父
も
軍
歌
を
口
ず
さ
む

（
埼
玉
県
栗
橋
校
高
二
男
子
、
四
月
二
十
六
日
・
日
、
第
一
七
四
〇
号
）

16

靖
國
の
杜
に
そ
そ
ぐ
春
の
雨

（
東
京
市
小
石
川
区
窪
町
校
五
年
男
子
、
四
月
二
十
九
日
・
水
、
第
一
七
四
二
号
）

17

雨
上
り
興
亜
日
本
の
田
植
か
な

（
千
葉
県
津
冨
浦
校
高
一
男
子
、
五
月
三
日
・
日
、
第
一
七
四
六
号
）

18

若
き
葉
の
今
朝
も
光
れ
り
天
長
節

（
青
森
県
女
鹿
沢
校
高
二
男
子
、
同
右
）

19

青
空
に
二
羽
の
ひ
ば
り
の
戦
闘
機

（
山
形
県
千
歳
校
高
二
男
子
、
五
月
八
日
・
金
、
第
一
七
五
〇
号
）

20

出
征
の
朝
は
晴
れ
た
り
鳴
く
ひ
ば
り

（
同
右
）

21

青
空
に
空
中
戦
の
ご
と
つ
ば
め
飛
ぶ

（
山
形
県
楯
山
校
六
年
男
子
、
五
月
十
四
日
・
木
、
第
一
七
五
五
号
）

22

飛
行
機
と
あ
げ
雲
雀
あ
り
日
本
晴

（
山
形
県
瀧
山
校
六
年
男
子
、
五
月
二
十
日
・
日
、
第
一
七
六
〇
号
）

23

慰
問
文
書
く
手
も
進
む
春
日
和

（
東
京
市
本
郷
区
汐
見
校
六
年
女
子
、
五
月
二
十
六
日
・
火
、
第
一
七
六
五
号
）

24

編
隊
の
銀
翼
遠
し
五
月
空

（
埼
玉
県
栗
橋
校
高
二
男
子
、
五
月
二
十
七
日
・
水
、
第
一
七
六
六
号
）

25

高
ら
か
に
軍
歌
の
子
ら
や
風
薫
る

（
宮
城
県
仙
台
市
五
ッ
橋
校
高
一
女
子
、
六
月
二
日
・
火
、
第
一
七
七
一
号
）

26

戦
勝
の
ま
り
つ
き
に
け
り
青
葉
か
げ

（
千
葉
県
茂
原
校
六
年
男
子
、
六
月
三
日
・
水
、
第
一
七
七
二
号
）

27

入
団
式
朝
日
校
舎
に
輝
け
り

（
青
森
県
女
鹿
沢
校
高
二
男
子
、
六
月
四
日
・
木
、
第
一
七
七
三
号
）

28

兄
い
づ
こ
窓
な
る
月
を
眺
め
け
り

（
千
葉
県
竹
岡
校
六
年
男
子
、
六
月
五
日
・
金
、
第
一
七
七
四
号
）

29

夏
の
夜
や
蚊
に
さ
さ
れ
つ
つ
慰
問
文

（

�城
県
武
田
第
三
校
五
年
女
子
、
六
月
十
九
日
・
金
、
第
一
七
八
六
号
）

30

聖
戦
へ
六
年
の
夏
の
花
に
ほ
ふ

（
山
形
県
米
沢
北
校
五
年
女
子
、
同
右
）

31

細
い
け
れ
ど
こ
の
手
で
築
く
ぞ
大
東
亜

（
千
葉
県
御
宿
校
高
一
男
子
、
六
月
二
十
一
日
・
日
、
第
一
七
八
八
号
）

32
草
取
の
今
日
も
話
題
は
軍
事
便

（
福
島
県
好
間
第
一
校
高
二
男
子
、
六
月
二
十
六
日
・
金
、
第
一
七
九
二
号
）

12

戦
勝
を
祈
る
社
や
花
吹
雪

16

靖
國
の
杜
に
そ
そ
ぐ
春
の
雨

12「
戦
勝
を
」
は
、
「

皇
軍
」
の
勝
利
を
祈
り
、
出
征

兵
士
の

武
運
長

久
を
祈

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
六
）
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願
す
る
郷
の
「
社
」
は
花
の
季
節
。
掲
載
は
四
月
中
旬
だ
が
、
作
句
し
た
頃
、
山

梨
は
桜
吹
雪
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

16「
靖
國
の
」
は
、
「
靖
國
の
社
」
に
身
寄
り
の
も
の
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
「
春
の
雨
」
の
中
を
靖
國
神
社
へ
参
拝
し
た
と
い

う
こ
と
か
。

13

つ
み
草
や
モ
ン
ペ
姿
の
愛
ら
し
き

14

春
風
に
勝
利
の
御
旗
ひ
る
が
へ
り

15

麦
ふ
み
の
父
も
軍
歌
を
口
ず
さ
む

17

雨
上
り
興
亜
日
本
の
田
植
か
な

18

若
き
葉
の
今
朝
も
光
れ
り
天
長
節

19

青
空
に
二
羽
の
ひ
ば
り
の
戦
闘
機

20

出
征
の
朝
は
晴
れ
た
り
鳴
く
ひ
ば
り

21

青
空
に
空
中
戦
の
ご
と
つ
ば
め
飛
ぶ

22

飛
行
機
と
あ
げ
雲
雀
あ
り
日
本
晴

23

慰
問
文
書
く
手
も
進
む
春
日
和

以
上
は
、
季
語
か
ら
は
春
の
部
。

18の
「
若
き
葉
」
は
夏
の
季
語
で
あ
ろ
う
が
、

「
天
長
節
」（
昭
和
天
皇
の
誕
生
日
、
四
月
二
十
九
日
）
が
春
の
季
語
。「
天
長
節
」

は
、
こ
の
時
代
祝
祭
日
と
さ
れ
た
四
方
拝
、
紀
元
節
、
天
長
節
、
明
治
節
の
四
大

節
の
一
つ
。

13「
つ
み
草
や
」
で
は
、
少
女
が
モ
ン
ペ
姿
で
若
菜
を
摘
ん
で
い
る
光
景
。
作

者
自
身
も
「
つ
み
草
」
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

14で
「
勝
利
の
御
旗
」
が
翻
っ
て
い
る
の
は
、
校
庭
の
国
旗
掲
揚
塔
か
。
「
春

風
に
」
は
、
戦
勝
の
寿
ぎ
も
あ
ろ
う
が
、
北
海
道
に
も
穏
や
か
な
春
の
日
和
が
到

来
し
た
と
い
う
こ
と
。

15で
は
、
父
が
軍
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
麦
踏
み
を
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、

長
閑
さ
が
あ
る
。
こ
の
父
は
除
隊
し
た
か
、
そ
れ
と
も
入
営
免
除
の
年
齢
で
あ
っ

た
か
。
高
等
科
二
年
生
の
作
者
も
共
に
麦
踏
み
を
し
て
の
作
句
で
あ
ろ
う
。

19、

20、

22の
「
ひ
ば
り
」
、

21の
「
つ
ば
め
」
の
四
句
は
、
三
人
の
山
形
県

の
児
童
に
よ
る
作
品
。

19と

20は
同
じ
作
者
。

19の
「
青
空
に
」
は
、
出
征
見
送
り
の
朝
、
見
上
げ
た

空
に
「
二
羽
の
ひ
ば
り
」
が
戦
闘
機
の
よ
う
に
素
早
く
飛
び
交
い
、

20の
「
ひ
ば

り
」
は
、
作
者
た
ち
と
一
緒
に
出
征
見
送
り
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

21は
、
「
つ
ば
め
」
が
、
後
方
か
ら
追
尾
し
た
り
、
急
に
半
転
し
た
り
と
、
戦

闘
機
の
空
中
戦
の
よ
う
に
飛
翔
し
て
い
る
と
い
う
も
の
。
戦
闘
機
の
空
中
戦
を
ニ
ュ
ー

ス
映
画
で
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

22の
「
飛
行
機
」
は
、
こ
の
時
代
の
空
を
飛
ん
で
い
る
の
は
、
軍
用
機
と
い
う

こ
と
。「
日
本
晴
」
の
中
、「
あ
げ
雲
雀
」
と
共
に
、
高
い
空
を
飛
ん
で
行
く
航
空

機
を
見
上
げ
て
い
る
児
童
が
い
た
。

23

慰
問
文
書
く
手
も
進
む
春
日
和

29

夏
の
夜
や
蚊
に
さ
さ
れ
つ
つ
慰
問
文

23は
、
「
春
日
和
」
の
、
穏
や
か
な
日
差
し
を
浴
び
て
の
作
成
。

29は
「
蚊
に

さ
さ
れ
つ
つ
」
の
「
夏
の
夜
」
の
作
成
だ
。
さ
て
、
そ
の
届
け
先
は
戦
場
か
。
病

院
の
傷
病
兵
か
。
何
時
の
季
節
で
も
「
慰
問
文
」
を
書
く
の
が
児
童
の
役
割
と
い

う
こ
と
。

24

編
隊
の
銀
翼
遠
し
五
月
空

25

高
ら
か
に
軍
歌
の
子
ら
や
風
薫
る

26

戦
勝
の
ま
り
つ
き
に
け
り
青
葉
か
げ

30

聖
戦
へ
六
年
の
夏
の
花
に
ほ
ふ

32

草
取
の
今
日
も
話
題
は
軍
事
便

以
上
、
季
語
か
ら
は
夏
の
部
。

24「
五
月
空
」
は
、
五
月
雨
の
晴
れ
間
の
空
か
。
戦
闘
機
の
編
隊
が
、
遠
く
の

空
を
飛
び
、
児
童
か
ら
は
小
さ
く
見
え
た
と
い
う
こ
と
か
。

25で
は
、「
風
薫
る
」
な
か
で
、
子
供
等
が
軍
歌
を
歌
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

15「
麦
ふ
み
の
」
で
は
、
父
が
軍
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
。
ど
の
「
軍
歌
」
か

不
明
な
が
ら
、
季
節
を
、
年
齢
を
こ
え
て
の
「
軍
歌
」
の
隆
盛
を
物
語
っ
て
い
る
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と
い
う
こ
と
か
。

26「
戦
勝
の
ま
り
」
は
、
「
少
國
民
新
聞
」
第
一
七
五
〇
号
（
昭
和
十
七
年
五

月
八
日
・
金
）
二
面
の
記
事
、
「
戦
勝
の
ゴ
ム
ま
り
」
の
こ
と
。
こ
の
記
事
の
冒

頭
に
は
、
「
南
方
の
兵
隊
さ
ん
か
ら
、
皆
さ
ん
に
下
さ
つ
た
ゴ
ム
ま
り
を
、
東
京

府
で
は
今
八
日
の
大
詔
奉
戴
日
か
ら
、
学
校
で
配
給
し
ま
す
。」
と
あ
り
、「
東
京

府
」
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
配
給
は
、
全
国
各
地
の
国
民
学
校
初
等
科
の
男

女
児
童
に
配
給
さ
れ
た
も
の
で
、
掲
載
日
か
ら
の
推
測
で
は
、
千
葉
県
の
児
童
も

五
月
中
に
は
受
け
取
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

30「
聖
戦
へ
六
年
の
夏
の
花
」
の
意
味
を
読
み
取
る
の
は
難
し
い
。
掲
載
さ
れ

た
昭
和
十
七
年
の
夏
（
六
月
）
が
、
「
聖
戦
」
か
ら
「
六
年
」
目
の
夏
を
迎
え
る

と
す
る
と
、
そ
の
「
聖
戦
」
は
、
昭
和
十
一
年
の
夏
の
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

「
聖
戦
」
と
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
者
の
児
童
は
五
年
生
で
あ
り
、
自

分
た
ち
の
「
夏
の
花
」
が
匂
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
校
庭
の
六

年
生
の
花
壇
で
夏
の
花
が
匂
っ
て
い
る
と
で
も
推
測
す
る
ほ
か
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。

32「
草
取
」
は
、
田
の
草
取
り
。
「
今
日
も
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
業

は
幾
日
目
か
と
な
る
。
高
等
科
二
年
生
の
児
童
に
よ
る
勤
労
奉
仕
と
い
う
こ
と
か
。

27

入
団
式
朝
日
校
舎
に
輝
け
り

「
入
団
式
」
は
、
何
へ
の
「
入
団
」
か
不
明
で
あ
る
が
、「
少
國
民
新
聞
」
に
は
、

各
地
の
「
少
年
団
」
の
記
事
が
あ
り
、
作
品
と
同
じ
青
森
県
で
は
、「
三
本
木
校
」

の
「
子
供
防
火
団
」
（
四
月
十
九
日
・
日
、
第
一
七
三
四
号
）
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
作
者
の
在
籍
校
「
青
森
県
女
鹿
沢
校
」
で
も
同
様
の
少
年
団
が
あ
り
、

四
月
の
新
入
生
を
迎
え
て
の
「
入
団
式
」
で
あ
っ
た
か
。

28

兄
い
づ
こ
窓
な
る
月
を
眺
め
け
り

31

細
い
け
れ
ど
こ
の
手
で
築
く
ぞ
大
東
亜

28は
、
季
語
か
ら
、
月
は
秋
だ
が
、
掲
載
日
か
ら
、
こ
の
月
は
五
月
か
。
「
兄

い
づ
こ
」
は
、
兄
は
ど
こ
で
こ
の
月
を
眺
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
の
作
意
で
あ
り
、

時
代
背
景
か
ら
は
、
兄
は
出
征
中
で
あ
り
、
そ
の
地
が
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

31に
は
季
語
が
な
く
、
高
等
科
一
年
生
男
子
児
童
の
決
意
を
内
容
と
す
る
も
の
。

こ
の
時
期
ゆ
え
の
作
品
と
い
う
こ
と
。

以
上
、
第
二
四
半
期
に
お
い
て
は
、
作
者
で
あ
る
児
童
の
肉
親
が
戦
地
に
い
る

内
容
の
作
品
は
、

28「
兄
い
づ
こ
」
を
唯
一
と
し
、
そ
の
他
は
、
児
童
に
よ
る
、

神
社
へ
の
参
拝
、
春
の
野
や
田
植
で
の
勤
労
奉
仕
、
出
征
の
見
送
り
、
慰
問
文
作

成
と
、「
銃
後
奉
公
」
が
児
童
の
「
戦
時
下
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
、
第
二
四
半
期
の
「
俳
句
」
は
、
一
六
二
句
で
あ
り
、
「
戦
時
下
」
色
を

内
容
と
す
る
作
品
が
二
一
句
。
残
り
の
一
四
一
句
は
、
児
童
の
身
の
回
り
の
日
常

を
内
容
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

れ
ん
げ
田
に
ね
れ
ば
青
空
雲
も
な
し

（
神
奈
川
県
小
田
原
市
大
窪
校
五
年
男
子
、
四
月
三
日
・
金
、
第
一
七
二
一
号
）

草
青
む
丘
に
寝
転
び
友
を
待
つ

（
北
海
道
函
館
市
的
場
校
高
一
男
子
、
四
月
七
日
・
火
、
第
一
七
二
三
号
）

「
れ
ん
げ
田
に
」
は
、
湘
南
の
早
春
。

蓮
華
が

咲
い
て
い
る
田

圃
で
、

仰
向
い

て
青
空
を
見
上
げ
て
い
る
。

「
草
青
む
」
は
、
北
海
道
で
も
、
函
館
で
は
草
が

萌
え
、
寝
転
ん
で
友
を
待
つ

こ
と
の
で
き
る
温
か
さ
と
い
う
も
の
。

作
句
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
掲
載
時
か
ら
三
月
下
旬
と
推
測
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
住
ま
い
の
季
節
の
移
り
を
身
体
で
捉
え
て
い
る
。

春
の
暮
山
吹
さ
か
り
と
咲
に
け
り

（
神
奈
川
県
横
浜
市
豊
岡
校
六
年
男
子
、
四
月
二
十
八
日
・
火
、
第
一
七
四
一
号
）

春
の
夜
や
菜
の
花
ぬ
ら
す
お
ぼ
ろ
月

（
青
森
県
田
子
校
高
二
男
子
、
同
右
）

春
風
の
お
と
も
し
て
ゆ
く
さ
く
ら
花

（
福
島
県
掛
田
校
高
二
男
子
、
四
月
二
十
九
日
・
水
、
第
一
七
四
二
号
）

お
ぼ
ろ
夜
や
長
く
し
ろ
じ
ろ
藤
の
花

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
六
）
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（
山
形
県
梨
郷
校
高
二
男
子
、
五
月
一
日
・
金
、
第
一
七
四
四
号
）

菜
の
花
を
つ
ぎ
つ
ぎ
た
づ
ぬ
る
白
い
蝶

（
新
潟
県
芹
川
校
高
一
男
子
、
五
月
十
日
・
日
、
第
一
七
五
二
号
）

「
山
吹
」
「
菜
の
花
」
「
さ
く
ら
」
「
藤
」
。
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

花
が
咲
い
て
い
る
下
で
、
児
童
は
生
活
し
て
い
た
。

横
浜
で
は
「
山
吹
」
が
盛
り
を
迎
え
、
青
森
で
は
「
菜
の
花
」
が
「
お
ぼ
ろ
月
」

に
浮
か
ん
で
見
え
た
と
い
う
こ
と
。

「
春
風
の
お
と
も
し
て
ゆ
く
」
は
、
盛
り
が
過
ぎ
た
桜
の
花
び
ら
が
、
春
風
に

乗
っ
て
、
歩
い
て
い
く
人
に
散
り
か
か
っ
て
い
く
様
子
。

「
お
ぼ
ろ
夜
」
、
「
藤
の
花
」
、
「
菜
の
花
」
も
、
季
語
で
は
春
だ
が
、
青
森
で
は

菜
の
花
が
、
山
形
で
は
藤
の
花
が
咲
き
、
新
潟
で
は
黄
色
い
菜
の
花
畑
に
白
い
蝶

が
飛
び
交
っ
て
い
る
光
景
が
詠
み
込
ま
れ
た
。
作
者
は
、
季
節
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

花
で
、
色
彩
で
、
動
き
で
捉
え
て
見
せ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

春
の
朝
桃
咲
く
里
に
ひ
ば
り
鳴
く

（
埼
玉
県
中
川
校
高
一
男
子
、
四
月
十
五
日
・
水
、
第
一
七
三
〇
号
）

青
空
に
ひ
ば
り
う
れ
し
く
鳴
い
て
ゐ
る

（
栃
木
県
山
辺
校
高
二
男
子
、
四
月
二
十
三
日
・
木
、
第
一
七
三
七
号
）

遠
山
は
霞
み
て
雲
雀
雲
の
上

（
岩
手
県
煙
山
校
高
二
男
子
、
五
月
二
十
二
日
・
金
、
第
一
七
六
二
号
）

春
日
和
雲
雀
が
上
る
空
き
よ
し

（
北
海
道
古
多
糠
校
高
一
男
子
、
五
月
二
十
四
日
・
日
、
第
一
七
六
四
号
）

朝
空
に
の
ど
も
裂
け
よ
と
あ
げ
雲
雀

（
北
海
道
幾
寅
校
高
一
男
子
、
五
月
二
十
七
日
・
水
、
第
一
七
六
六
号
）

ひ
ば
り
は
、
春
を
代
表
す
る
小
鳥
。
戦
時
下
の
内
容
を
も
つ

19、

20、

22に
も

詠
み
込
ま
れ
、
児
童
の
住
ん
で
い
る
各
地
で
、
そ
の
土
地
の
季
節
を
聞
き
取
っ
て

い
た
。星
近
く
蛍
の
光
飛
ん
で
消
ぬ

（
埼
玉
県
川
口
市
第
一
校
五
年
男
子
、
六
月
十
九
日
・
金
、
第
一
七
八
六
号
）

病
床
の
弟
に
見
せ
て
や
る
蛍
籠

（
埼
玉
県
川
口
市
第
一
校
五
年
男
子
、
六
月
二
十
三
日
・
火
、
第
一
七
八
九
号
）

作
者
は
、
別
の
児
童
。
同
じ
在
籍
校
学
年
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
も
あ
ろ

う
か
。
友
達
仲
間
で
の
「
蛍
狩
り
」
で
あ
っ
た
か
。
「
病
床
の
」
は
、
そ
の
蛍
を

病
床
の
弟
の
見
舞
い
と
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

以
上
、
昭
和
十
七
年
第
二
四
半
期
の
「
俳
句
」
を
検
討
し
て
き
た
。

第
二
四
半
期
、
掲
載
さ
れ
た
一
六
二
句
の
う
ち
二
一
句
が
「
戦
時
下
」
色
を
内

容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
掲
載
率
か
ら
は
約
一
二
・
九
％
と
な
り
、
第
一
四
半
期

の
約
一
一
・
二
％
を
超
え
る
も
の
の
、
作
者
で
あ
る
児
童
の
身
の
回
り
の
、
季
節

の
風
景
を
内
容
と
す
る
作
品
が
多
い
様
子
が
現
れ
て
い
た
。

四
昭
和
十
七
年
第
三
四
半
期
に
お
け
る
「
俳
句
」

第
三
四
半
期
（
七
月
～
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
俳
句
」
は
一
三
七
句
。
こ
の

内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
九
句
で
あ
り
、
掲
載
作

品
に
占
め
る
掲
載
率
は
約
六
・
六
％
と
な
る
。

33

つ
ば
め
来
ぬ
勝
ち
ど
き
あ
が
る
南
よ
り

（
青
森
県
第
二
大
成
校
六
年
男
子
、
七
月
三
日
・
金
、
第
一
七
九
八
号
）

34

増
産
の
努
力
に
し
ぼ
る
玉
の
あ
せ

（
山
梨
県
甲
府
市
春
日
校
五
年
男
子
、
七
月
五
日
・
日
、
第
一
八
〇
〇
号
）

35

け
ふ
も
ま
た
翼
の
神
に
手
を
合
は
せ

（
秋
田
県
岩
崎
校
高
二
女
子
、
七
月
二
十
四
日
・
金
、
第
一
八
一
六
号
）

36
戦
況
の
ニ
ュ
ー
ス
に
傾
く
耳
は
や
し

（
宮
城
県
仙
台
市
西
多
賀
城
校
五
年
男
子
、
八
月
十
二
日
・
水
、
第
一
八
三
二
号
）

37

夏
の
宵
ニ
ュ
ー
ス
聞
き
ゐ
る
群
に
立
つ

（
北
海
道
札
幌
市
桑
園
校
六
年
男
子
、
八
月
十
九
日
・
水
、
第
一
八
三
八
号
）

38

奉
仕
し
て
遙
か
に
仰
ぐ
日
の
出
か
な

（
秋
田
県
長
野
校
高
二
男
子
、
同
右
）

39

編
隊
機
飛
び
ゆ
く
け
さ
の
日
和
か
な

―132― （132）



（
東
京
市
大
森
区
入
新
井
第
二
校
四
年
男
子
、
九
月
二
十
二
日
・
火
、
第
一
八
六
七
号
）

40

日
曜
日
友
を
さ
そ
ひ
て
宮
さ
う
ぢ

（
千
葉
県
＊
南
校
六
年
男
子
、
九
月
二
十
七
日
・
日
、
第
一
八
七
一
号
）

41

訪
問
機
爆
音
高
し
秋
の
空

（
神
奈
川
県
平
塚
市
第
一
校
五
年
男
子
、
同
右
）

33

つ
ば
め
来
ぬ
勝
ち
ど
き
あ
が
る
南
よ
り

36

戦
況
の
ニ
ュ
ー
ス
に
傾
く
耳
は
や
し

37

夏
の
宵
ニ
ュ
ー
ス
聞
き
ゐ
る
群
に
立
つ

33「
つ
ば
め
」
の
季
語
は
春
で
あ
り
、
春
、
つ
ば
め
の
や
っ
て
来
る
南
の
国
に

日
本
軍
の
「
勝
ち
ど
き
」
が
あ
が
る
と
い
う
こ
と
。
掲
載
日
か
ら
推
測
す
る
と
、

こ
の
年
（
昭
和
十
七
年
）
六
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
の
戦
果
に
対
し
て
の

「
勝
ち
ど
き
」
で
あ
っ
た
か
。
六
月
五
日
の
海
戦
を
、
十
日
、
大
本
営
は
、
そ
の

戦
果
を
ア
メ
リ
カ
の
空
母
二
隻
撃
沈
、
日
本
側
空
母
喪
失
・
大
破
各
一
隻
と
発
表

し
て
い
た
が
、
実
際
の
損
害
を
過
少
に
発
表
し
、
戦
果
を
誇
っ
て
い
た
。

36「
戦
況
の
」
は
宮
城
県
仙
台
市
で
、

37「
夏
の
宵
」
は
北
海
道
札
幌
市
で
、

人
々
が
、
戦
果
を
報
じ
る
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
に
聞
き
入
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

34

増
産
の
努
力
に
し
ぼ
る
玉
の
あ
せ

38

奉
仕
し
て
遙
か
に
仰
ぐ
日
の
出
か
な

40

日
曜
日
友
を
さ
そ
ひ
て
宮
さ
う
ぢ

34「
増
産
の
」
は
、
食
糧
増
産
に
駆
り
出
さ
れ
た
児
童
の
勤
労
奉
仕
。

38「
奉
仕
し
て
」
は
、
勤
労
奉
仕
を
終
え
て
日
の
出
を
仰
ぐ
と
い
う
内
容
で
、

早
朝
、
夜
明
け
前
か
ら
の
「
奉
仕
」
と
い
う
こ
と
。

40「
日
曜
日
」
の
在
籍
校
名
は
、
一
字
が
判
読
不
明
。
日
曜
日
に
、
友
達
仲
間

と
、
日
頃
参
拝
し
て
い
る
お
宮
の
清
掃
奉
仕
。
お
宮
の
掃
除
も
児
童
に
課
さ
れ
た

奉
公
と
い
う
こ
と
だ
。

35

け
ふ
も
ま
た
翼
の
神
に
手
を
合
は
せ

35の
「
翼
の
神
」
と
は
、「
空
の
軍
神
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
少
國
民
新
聞
」

第
一
八
一
五
号
（
昭
和
十
七
年
七
月
二
十
三
日
・
木
）
は
、
第
一
面
の
全
面
を
使
っ

て

�一
億
の
誇
り
「
空
の
軍
神
」

�を
掲
載
し
、
同
年
五
月
二
十
二
日
に
戦
死
し

た
戦
闘
機
「
隼
隊
」
の
隊
長
・
加
藤
建
夫
中
佐
が
二
階
級
特
進
し
、
陸
軍
少
将
に

任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
報
じ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
空
の
軍
神
」
で
あ
る
が
、

35の
掲
載

が
発
表
の
翌
日
、
七
月
二
十
四
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
品
で
の
「
翼
の
神
」
を

「
空
の
軍
神
」
と
す
る
こ
と
に
は

無
理
が
あ
る
か
。
「
け
ふ
も
ま
た
」
か
ら
は
、

「
翼
の
神
」

へ
の

礼
拝
は
こ
れ
ま
で
も
日

常
的
に

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で

き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
翼
の
神
」
と
は
、
戦
闘
機
を

護
る
神
の
こ
と
で
あ
り
、

上
空
を
飛
ぶ
戦
闘
機
に
手
を
合
わ
す
こ
と
と
考
え
て
お
き
た
い
。

39

編
隊
機
飛
び
ゆ
く
け
さ
の
日
和
か
な

41

訪
問
機
爆
音
高
し
秋
の
空

39「
編
隊
機
」
は
、
穏
や
か
な
日
和
の
大
空
を
、
編
隊
を
組
ん
で
戦
闘
機
が
飛

行
し
て
い
く
様
子
を
眺
め
て
い
た
と
い
う
も
の
。

41「
訪
問
機
」
は
、
飛
行
兵
の
出
身
地
へ
、
自
ら
が
操
縦
し
て
飛
行
す
る
も
の
。

飛
行
の
予
定
は
、
予
め
出
身
の
国
民
学
校
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

以
上
、
第
三
四
半
期
に
お
け
る
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
「
俳
句
」
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
戦
果
の
ニ
ュ
ー
ス
に
聞
き
入
り
、
食
糧
増

産
に
、
神
社
の
清
掃
に
勤
労
奉
仕
を
す
る
な
ど
、
銃
後
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で

あ
っ
た
。

一
方
、
第
三
四

半
期
の
「

俳
句
」
は
、
一
三
七

句
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
う
ち

「
戦

時
下
」

色
を
内
容
と
す
る

作
品
が
九

句
。

残
り
の
一
二
八

句
は
、
児
童
の

身

の
回
り
の
日
常
を
内
容
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

野
天
風
呂
頭
の
上
で
蝉
の
声

（
千
葉
県
旭
校
高
二
男
子
、
七
月
十
五
日
・
水
、
第
一
八
〇
八
号
）

つ
ゆ
は
れ
て
蝉
声
近
き
山
辺
か
な

（
栃
木
県
熱
田
中
央
校
高
二
女
子
、
七
月
二
十
三
日
・
木
、
第
一
八
一
五
号
）

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
六
）
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に
は
か
雨
は
る
か
向
か
ふ
に
せ
み
の
声

（

�城
県
磯
原
精
華
校
三
年
男
子
、
七
月
二
十
四
日
・
金
、
第
一
八
一
六
号
）

山
路
を
よ
ぎ
る
流
れ
に
夏
の
蝉

（
青
森
県
田
子
校
高
二
男
子
、
七
月
二
十
六
日
・
日
、
第
一
八
一
八
号
）

ひ
ぐ
ら
し
が
止
ん
で
静
か
に
日
が
沈
む

（

�城
県
世
喜
第
一
校
高
一
男
子
、
八
月
九
日
・
金
、
第
一
八
三
〇
号
）

午
後
の
二
時
せ
み
は
た
と
や
む
暑
さ
か
な

（
埼
玉
県
小
手
指
校
高
一
男
子
、
八
月
十
九
日
・
水
、
第
一
八
三
八
号
）

内
水
の
し
づ
く
輝
き
蝉
し
ぐ
れ

（
東
京
市
浅
草
区
精
華
校
六
年
男
子
、
同
右
）

蝉
し
ぐ
れ
鎮
守
の
森
や
青
葉
風

（
秋
田
県
音
内
校
五
年
女
子
、
八
月
二
十
三
日
・
日
、
第
一
八
四
二
号
）

ゆ
る
や
か
に
つ
く
つ
く
法
師
鳴
き
出
だ
す

（
福
島
県
宮
校
五
年
男
子
、
八
月
三
十
日
・
日
、
第
一
八
四
八
号
）

秋
近
く
ま
ば
ら
に
な
り
し
蝉
の
声

（
東
京
市
大
森
区
入
新
井
第
二
校
四
年
男
子
、
九
月
四
日
・
金
、
第
一
八
五
二
号
）

せ
み
鳴
く
や
森
は
坊
や
の
遊
び
場
所

（
静
岡
県
雄
踏
校
高
二
男
子
、
九
月
十
日
・
木
、
第
一
八
五
七
号
）

「
つ
ゆ
は
れ
て
」
は
、
梅
雨
が
明
け
、
蝉
の
声
も
夏
本
番
を
告
げ
て
い
る
と
い

う
も
の
で
、
い
よ
い
よ
暑
苦
し
い
蝉
の
声
だ
。

「
午
後
の
二
時
」
は
、
夏
で
一
番
暑
い
時
。
暑
す
ぎ
て
、
蝉
も
鳴
き
止
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
か
。

「
蝉
」
は
夏
の
季
語
だ
が
、「
ひ
ぐ
ら
し
」
は
、
秋
の
季
語
。
七
月
頃
の
夏
か
ら

鳴
き
出
し
、
九
月
十
月
頃
の
秋
、
夜
明
け
や
日
暮
れ
に
鳴
き
、
「
か
な
か
な
」
と

も
よ
ば
れ
る
蝉
。
「
ひ
ぐ
ら
し
」
が
鳴
き
は
じ
め
る
の
は
、
夕
方
間
近
い
日
暮
れ

頃
。
そ
の
ひ
ぐ
ら
し
が
鳴
き
止
む
の
は
、
夏
の
長
い
日
が
暮
れ
る
頃
だ
。
こ
の
句

は
、
蝉
の
声
の
す
だ
く
日
中
か
ら
、
か
な
か
な
と
日
暮
れ
を
告
げ
る
「
ひ
ぐ
ら
し
」

が
止
み
、
長
い
夏
の
一
日
が
暮
れ
て
行
く
さ
ま
を
詠
ん
だ
も
の
。

「
ゆ
る
や
か
に
」
の
「
つ
く
つ
く
法
師
」
は
、
秋
の
季
語
。
七
月
末
か
ら
九
月

末
こ
ろ
ま
で
の
昼
間
に
鳴
く
、
秋
の
蝉
。
福
島
に
秋
の
季
節
が
来
た
こ
と
を
実
感

し
た
と
い
う
こ
と
。

「
秋
近
く
」
は
、
何
処
に
い
て
も
聞
こ
え
て
い
た
蝉
の
声
が
、
ふ
と
気
が
付
く

と
「
ま
ば
ら
に
」
な
っ
て
い
た
。
今
年
の
夏
も
終
わ
り
、
秋
が
近
づ
い
て
来
た
と

い
う
こ
と
。
掲
載
日
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
作
句
は
、
八
月
末
か
。
東
京
で
は
殘
暑

の
厳
し
い
時
期
で
あ
ろ
う
が
、
季
節
が
移
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
。

こ
ほ
ろ
ぎ
の
鳴
く
静
け
さ
や
秋
近
し

（
東
京
市
神
田
区
小
川
校
六
年
男
子
、
九
月
一
日
・
火
、
第
一
八
四
九
号
）

蝉
の
鳴
き
声
が
「
ま
ば
ら
に
」
な
れ
ば
、「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
が
聞
え
て
「
秋
近
し
」

を
思
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
も
掲
載
日
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
作
句
は
、
八
月

下
旬
で
の
こ
と
か
。
東
京
で
は
、
殘
暑
の
季
節
だ
が
、
蝉
か
ら
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
へ
、

夏
か
ら
秋
へ
の
移
り
行
き
を
児
童
は
聴
覚
的
に
捉
え
て
い
た
。

天
よ
り
も
高
く
つ
ま
れ
よ
稲
の
山

（
青
森
県
牛
深
校
高
一
男
子
、
九
月
二
十
四
日
・
木
、
第
一
八
六
九
号
）

稲
刈
り
で
逃
げ
ど
こ
ろ
な
き
い
な
ご
か
な
（
千
葉
県
菊
間
校
高
二
女
子
、
同
右
）

季
節
は
秋
。
青
森
で
も
千
葉
で
も
稲
刈
り
だ
。
稲
刈
り
の
時
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
の
天
候
や
作
柄
に
よ
っ
て
異
な
り
、
作
句
の
時
期
も
同
様
で
あ
ろ
う
が
、

同
じ
紙
面
で
の
掲
載
で
あ
り
、
東
日
本
で
は
稲
刈
り
の
時
期
が
や
っ
て
き
た
こ
と
、

男
児
も
女
児
も
田
圃
で
の
働
き
手
、
と
い
う
こ
と
が
編
集
子
の
意
図
で
あ
っ
た
か
。

昭
和
十
七
年
第
三
四
半
期
、
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
し
な
い
「
俳
句
」
作
品
に

は
、
季
節
と
共
に
過
ご
し
、
そ
の
季
節
を
、
移
り
行
き
を
、
耳
で
、
目
で
、
実
感

し
、
作
句
し
て
見
せ
た
児
童
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

五
昭
和
十
七
年
第
四
四
半
期
に
お
け
る
「
俳
句
」

第
四
四
半
期
（
十
月
～
十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
俳
句
」
は
七
三
句
。
こ
の

内
、
作
品
内
容
に
「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
一
六
句
で
あ
り
、
掲
載

作
品
に
占
め
る
掲
載
率
は
約
二
一
・
九
％
と
な
る
。
掲
載
数
が
、
こ
の
年
の
四
半

期
の
う
ち
で
一
番
少
な
い
一
方
、
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
が

多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

―134― （134）



42

戦
勝
の
国
静
か
な
り
秋
の
宵

（
北
海
道
札
幌
市
桑
園
校
六
年
男
子
、
十
月
一
日
・
木
、
第
一
八
七
四
号
）

43
英
霊
の
還
り
ま
す
日
や
稲
匂
ふ

（
秋
田
県
清
水
校
高
二
男
子
、
十
月
四
日
・
日
、
第
一
八
七
七
号
）

44

日
の
丸
に
書
く
手
勇
ま
し
「
大
和
魂
」

（
北
海
道
札
幌
市
桑
園
校
六
年
男
子
、
十
月
十
八
日
・
日
、
第
一
八
八
九
号
）

45

稲
を
刈
る
そ
ば
へ
郵
便
戦
地
か
ら

（
千
葉
県
大
貫
校
高
一
男
子
、
同
右
）

46

秋
風
に
ひ
び
く
拍
手
南
ま
で

（
千
葉
県
竹
岡
校
六
年
男
子
、
十
一
月
四
日
・
水
、
第
一
九
〇
三
号
）

47

青
空
に
そ
び
え
て
尊
し
忠
霊
塔

（
東
京
市
荒
川
区
第
四
瑞
光
校
六
年
男
子
、
十
一
月
十
五
日
・
日
、
第
一
九
一
三
号
）

48

明
治
節
菊
も
よ
く
咲
き
日
本
晴（
東
京
市
杉
並
区
桃
井
第
二
校
三
年
女
子
、
同
右
）

49

稲
刈
り
や
勤
労
奉
仕
の
旗
立
て
て

（
秋
田
県
清
水
校
五
年
男
子
、
同
右
）

50

秋
晴
れ
や
召
さ
る
人
あ
り
日
章
旗

（
岩
手
県
安
渡
校
高
一
女
子
、
十
一
月
二
十
二
日
・
日
、
第
一
九
一
九
号
）

51

村
の
中
日
の
丸
一
ぱ
い
奉
戴
日

（
秋
田
県
里
見
校
六
年
男
子
、
十
二
月
二
日
・
水
、
第
一
九
二
七
号
）

52

お
月
見
に
真
心
こ
も
る
ゐ
も
ん
ぶ
ん

（
山
形
県
狩
川
校
四
年
女
子
、
十
二
月
六
日
・
日
、
第
一
九
三
一
号
）

53

い
く
さ
が
み
し
づ
ま
り
ま
し
て
一
周
年

（
千
葉
県
竹
岡
校
六
年
男
子
、
十
二
月
十
一
日
・
金
、
第
一
九
三
五
号
）

54

勝
ち
抜
け
と
我
を
は
げ
ま
す
日
の
出
か
な

（
同
右
）

55

明
け
の
月
あ
び
て
霜
ふ
む
宮
掃
除

（
千
葉
県
更
科
校
三
年
男
子
、
同
右
）

56

皇
軍
の
戦
果
に
こ
た
へ
薪
切
り

（
岩
手
県
田
頭
校
高
二
男
子
、
同
右
）

57

地
図
か
き
て
赤
く
染
む
る
や
占
領
地

（
栃
木
県
市
橋
校
高
一
男
子
、
同
右
）

53か
ら

57ま
で
の
五
作
品
は
、
十
二
月
十
一
日
の
「
私
達
の
作
品
室
」
に
掲
載

さ
れ
た
。

「
少
國
民
新
聞
」
で
は
、「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
の
作
品
」
と
し
て
、
十
二

月
八
日
と
九
日
に
、
「
私
達
は
誓
ふ
」
の
欄
を
設
定
し
、
綴
方
、
詩
、
短
歌
、
書

方
、
図
画
を
掲
載
し
た
が
、
俳
句
は
掲
載
さ
れ
ず
、
十
一
日
の
「
私
達
の
作
品
室
」

の
欄
に
綴
方
、
書
方
と
共
に
俳
句
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
十
一
日
の

「
私
達
の
作
品
室
」
は
、
「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
の
作
品
」
を
掲
載
し
た
、

「
私
達
は
誓
ふ
」
の
欄
の
補
遺
と
し
て
の
設
定
と
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ

こ
に
掲
載
さ
れ
た
俳
句
作
品
も
「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
の
作
品
」
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

42

戦
勝
の
国
静
か
な
り
秋
の
宵

56

皇
軍
の
戦
果
に
こ
た
へ
薪
切
り

57

地
図
か
き
て
赤
く
染
む
る
や
占
領
地

42「
戦
勝
の
」
は
、
掲
載
日
か
ら
は
、
十
月
一
日
以
前
の
「
戦
勝
」
と
な
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
か
は
不
詳
。

第
二
四
半
期
の
作
品
、

33「
つ
ば
め
来
ぬ
勝
ち
ど
き
あ
が
る
南
よ
り
」
で
の

「
勝
ち
ど
き
」
を
、
こ
の
年
（
昭
和
十
七
年
）
六
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
の

戦
果
に
対
し
て
の
「
勝
ち
ど
き
」
と
推
測
し
て
お
い
た
が
、
そ
れ
以
後
、
「
秋
の

宵
」
で
の
「
戦
勝
」
が
「
少
國
民
新
聞
」
の
第
一
面
で
報
じ
ら
れ
た
記
事
は
見
い

だ
せ
な
い
。

56「
皇
軍
の
」
に
お
け
る
「
戦
果
」
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
「
大
東
亜
戦
争

一
周
年
記
念
の
作
品
」
で
あ
り
、
「
戦
果
」
は
、
大
東
亜
戦
争
の
一
年

間
と
考
え

ら
れ
る
。

57「
地
図
か
き
て
」
も
「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
の
作
品
」
と
考
え
ら
れ
、

一
年
間
の
「
戦
勝
」
の
結
果
で
あ
る
「
戦
果
」
と
し
て
の
「
占
領
地
」
を
、
地
図

上
で
赤
く
塗
っ
た
と
こ
ろ
、
赤
の
範
囲
が
広
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
。

43

英
霊
の
還
り
ま
す
日
や
稲
匂
ふ

47

青
空
に
そ
び
え
て
尊
し
忠
霊
塔

49

稲
刈
り
や
勤
労
奉
仕
の
旗
立
て
て

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
六
）
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53

い
く
さ
が
み
し
づ
ま
り
ま
し
て
一
周
年

43「
英
霊
の
」
は
、
戦
死
し
た
兵
隊
の
遺
骨
迎
え
の
日
の
事
。「
稲
匂
ふ
」
は
、

そ
こ
か
し
こ
で
稲
刈
り
が
行
わ
れ
、
刈
り
干
し
さ
れ
た
稲
の
匂
い
が
辺
り
に
満
ち

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

47「
青
空
に
」
の
「
忠
霊
塔
」
は
、
戦
死
し
た
「
英
霊
」
を
祀
る
処
。

43の

「
英
霊
」
も
帰
還
し
た
地
の
忠
霊
塔
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

49「
稲
刈
り
や
」
は
、
勤
労
奉
仕
で
稲
刈
り
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
「
旗

立
て
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
少
年
団
の
「
旗
」
か
。

43の
「
稲
匂
ふ
」
の
稲
刈
り

は
高
等
科
二
年
の
男
子
、

49の
「
稲
刈
り
」
は
、
五
年
生
の
男
子
。
学
年
は
違
う

も
の
の
、
同
じ
秋
田
県
清
水
校
に
在
籍
し
て
お
り
、
英
霊
の
遺
骨
迎
も
、
勤
労
奉

仕
の
稲
刈
り
も
、
一
緒
の
体
験
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

53「
い
く
さ
が
み
」
は
、
「
軍
神
」
の
こ
と
。
こ
の
作
品
も
「
大
東
亜
戦
争
一

周
年
記
念
の
作
品
」
の
一
つ
。
「
大
東
亜
戦
争
」
開
戦
の
真
珠
湾
攻
撃
の
一
員
と

し
て
特
殊
潜
航
艇
で
参
加
し
戦
死
し
た
九
人
が
、
翌
年
の
昭
和
十
七
年
三
月
に

「
九
柱
の
軍
神
」
と
崇
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
戦
死
か
ら
一
周
年
と
い
う
こ
と
。

44

日
の
丸
に
書
く
手
勇
ま
し
「
大
和
魂
」

50

秋
晴
れ
や
召
さ
る
人
あ
り
日
章
旗

45

稲
を
刈
る
そ
ば
へ
郵
便
戦
地
か
ら

46

秋
風
に
ひ
び
く
拍
手
南
ま
で

52

お
月
見
に
真
心
こ
も
る
ゐ
も
ん
ぶ
ん

55

明
け
の
月
あ
び
て
霜
ふ
む
宮
掃
除

こ
の
六
作
品
に
は
、
い
ず
れ
も
召
集
さ
れ
出
征
し
て
い
る
兵
士
に
係
わ
る
内
容

が
あ
る
。

44「
日
の
丸
に
」
は
、
召
集
さ
れ
、
入
営
す
る
兵
士
へ
の
餞
別
の
「
日
の
丸
」

に
、「
大
和
魂
」
と
寄
せ
書
き
し
た
と
い
う
も
の
。

50「
秋
晴
れ
や
」
は
、
入
営
す
る
人
の
家
を
は
じ
め
、
近
所
一
帯
に
「
日
章
旗
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
光
景
を
詠
ん
だ
作
品
。

札
幌（

44）に
、
岩
手（

50）に
と
、
召
集
さ
れ
、
入
営
し
て
い
く
人
々
が
、
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
出
征
の
見
送
り
に
駆
り
出
さ
れ
た
児
童
た
ち
が
い
た
と
い

う
こ
と
。

45「
稲
を
刈
る
」
は
、
戦
地
に
出
征
し
て
い
る
身
内
の
兵
士
か
ら
の
便
り
が
届

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
稲
刈
り
を
し
て
い
る
田
圃
ま
で
届
け
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
配
達
夫
も
、
戦
地
か
ら
の
郵
便
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
出
征
家

族
の
心
持
を
理
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

46「
秋
風
に
」
は
、
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
を
願
っ
て
の
神
社
へ
の
参
拝
。
肉

親
縁
者
が
「
南
」
の
戦
場
に
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

52「
お
月
見
に
」
で
は
、
作
者
は
、
真
心
こ
め
て
「
ゐ
も
ん
ぶ
ん
」
を
書
い
て

い
る
と
い
こ
と
。
「
お
月
見
」
は
、
秋
の
季
語
で
、
陰
暦
八
月
十
五
夜
の
月
を
見

る
こ
と
で
あ
り
、
太
陽
暦
で
は
、
九
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
掲
載
日
（
十
二
月
六

日
）
か
ら
推
測
す
る
と
十
月
の
十
三
夜
、
或
い
は
十
一
月
の
満
月
が
、
こ
の
「
お

月
見
」
で
あ
っ
た
か
。
入
営
し
、
戦
地
へ
出
征
し
て
い
る
兵
士
へ
の
慰
問
文
の
作

成
は
、
児
童
の
役
割
で
あ
っ
た
。

55「
明
け
の
月
」
の
「
宮
掃
除
」
も
、
児
童
の
役
割
。
児
童
は
、
兵
士
の
武
運

長
久
、
皇
軍
の
勝
利
を
鎮
守
の
神
様
に
毎
朝
祈
願
す
る
が
、
休
み
の
日
に
は
、
そ

の
お
宮
の
清
掃
を
す
る
と
い
う
こ
と
。
た
だ
、
こ
の
作
品
で
は
、
「
明
け
の
月
」

の
頃
、
す
な
わ
ち
、
明
け
方
の
空
に
ま
だ
月
が
残
っ
て
い
る
時
刻
で
あ
り
、「
霜
」

が
降
り
て
い
る
季

節
、
そ
の
「
霜
」
が

溶
け
ず
に

残
っ
て
い
る

寒
さ
の

中
で
の

「
宮
掃
除
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

48

明
治
節
菊
も
よ
く
咲
き
日
本
晴

51

村
の
中
日
の
丸
一
ぱ
い
奉
戴
日

54
勝
ち
抜
け
と
我
を
は
げ
ま
す
日
の
出
か
な

48「
明

治
節
」
は
、
明

治
天
皇
の

誕
生
日
（
十
一
月
三
日
）
。

第
二

四
半

期
の

18「
天
長
節
」
と
共
に
、
こ
の
時
代
、
祝
祭
日
と
さ
れ
た
四
大
節
の
一
つ
。

51「
村
の
中
」
の
「
奉
戴
日
」
は
、
掲
載
日
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
十
一
月
八
日

の
「
大
詔
奉
戴
日
」
の
こ
と
か
。

昭
和
十
七
年
一
月

四
日
の
「
少

國
民

新
聞
」
（

第
一
六

四
五

号
）
は
、

第
二

面
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で
、
「
宣
戦
の
大
詔
を
下
し
た
も
う
た
八
日
」
を
「
大
詔
奉
戴
日
」
と
決
定
し
、

そ
れ
ま
で
の
「
興
亜
奉
公
日
」
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
を
報
じ
、
早
速
、
一
月
の
八

日
か
ら
始
め
ら
れ
、
大
政
翼
賛
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
「
大
東
亜
戦
争
が
終
る
ま

で
」
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
解
説
し
た
。
「
大
詔
奉
戴
日
」
に
は
、
詔
書

奉
読
、
必
勝
祈
願
、
国
旗
掲
揚
、
職
場
奉
公
な
ど
が
実
施
項
目
と
さ
れ
、
村
中
で

の
日
の
丸
の
掲
揚
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

54「
勝
ち
抜
け
と
」
の
作
者
と

53「
い
く
さ
が
み
」
の
作
者
は
、
在
籍
校
学
年

は
同
じ
だ
が
、
別
人
。
「
日
の
出
」
に
向
か
っ
て
皇
軍
の
戦
勝
と
兵
士
の
武
運
長

久
を
祈
る
も
の
だ
が
、
祈
る
児
童
自
身
に
も
「
勝
ち
抜
け
」
と
「
日
の
出
」
が
励

ま
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
。

第
四
四
半
期
、
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
「
俳
句
」
作
品
は
、
十
二
月
に
、

「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
の
作
品
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
時

期
に
あ
っ
て
も
、「
皇
軍
の
戦
果
」
が
詠
わ
れ
た
。
一
方
、「
戦
果
」
の
当
事
者
で

あ
る
兵
士
の
入
営
、
出
征
、
英
霊
で
の
帰
還
に
児
童
は
立
ち
会
い
、
無
事
を
祈
っ

て
の
宮
参
り
に
、
そ
の
宮
の
霜
を
踏
ん
で
の
清
掃
に
、
出
征
兵
士
宅
で
の
勤
労
奉

仕
に
と
働
き
、
そ
れ
ら
を
内
容
と
す
る
作
品
を
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
四
四
半
期
の
「
俳
句
」
は
、
七
三
作
品
で
あ
り
、
「
戦
時
下
」
色
を
内
容
と

す
る
作
品
が
一
六
作
品
。
残
り
の
五
七
作
品
が
、
児
童
の
身
の
回
り
の
日
常
を
内

容
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

か
あ
ち
や
ん
と
く
り
を
た
べ
た
べ
月
見
か
な

（
神
奈
川
県
田
名
校
二
年
女
子
、
十
月
四
日
・
日
、
第
一
八
七
七
号
）

猫
の
子
が
火
の
そ
ば
に
来
る
秋
の
朝

（
秋
田
県
睦
合
校
高
二
男
子
、
十
月
二
十
三
日
・
金
、
第
一
八
九
三
号
）

豊
年
の
太
鼓
の
音
も
よ
ろ
こ
び
て

（
青
森
県
田
子
校
高
二
男
子
、
十
一
月
八
日
・
日
、
第
一
九
〇
七
号
）

木
枯
し
に
池
を
埋
め
し
落
葉
か
な

（
山
形
県
梨
郷
校
高
二
男
子
、
十
一
月
十
八
日
・
水
、
第
一
九
一
五
号
）

に
ほ
つ
み
や
だ
ん
だ
ん
高
く
屋
根
ま
で
も

（
秋
田
県
三
輪
校
四
年
男
子
、
十
二
月
二
日
・
水
、
第
一
九
二
七
号
）

麦
を
踏
む
足
も

�つ
た
日
曜
日

（
群
馬
県
清
里
校
高
一
男
子
、
十
二
月
二
十
七
日
・
日
、
第
一
九
四
九
号
）

「
か
あ
ち
や
ん
と
」
は
、
「
く
り
」
が
秋
の
季
語
。
「
月
見
」
は
、
第
四
四
半
期

52「
お
月
見
に
」
同
様
、
陰
暦
八
月
十
五
夜
の
「
月
見
」
で
あ
り
、
「
月
見
」
に

は
、
芒
を
飾
り
、
芋
や
枝
豆
と
共
に
栗
を
お
供
え
し
た
。
作
者
が
食
べ
た
栗
は
、

そ
の
ご
相
伴
と
い
う
こ
と
か
。

「
猫
の
子
が
」
は
、
子
猫
が
、
朝
、
竈
の
火
の
そ
ば
で
丸
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
十
月
下
旬
の
秋
田
に
は
、
秋
が
深
ま
っ
て
来
た
こ
と
を
寒
が
り
の
子

猫
が
教
え
た
と
い
う
こ
と
。

「
豊
年
」
は
秋
の
季
語
。

稲
刈
り
も
終

へ
、
豊
年
の
秋
、

祭
囃
子
も

嬉
し
そ
う

に
響
い
て
来
る
と
い
う
も
の
。

「
木
枯
し
」
は

冬
の
季
語
。
山
形
の
十
一
月
は
、

冬
を

迎
え
、
落
葉
が
池
の

面

を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

「
に
ほ
」
は
、
秋
の
季
語
。

稲
の
脱
穀
が
終
っ
た
藁
を
円
筒
形
に
積
上
げ
て
、

乾
燥
さ
せ
て
保
存
し
て
お
く
も
の
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
屋
根
ま
で
届
き
そ
う
に

高
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
積
み
手
に
は
作
者
も
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

「
麦
を
踏
む
」
の
季
語
は
春
だ
が
、
農
作
業
と
し
て
の
麦
踏
み
は
、
冬
。「
上
州

の
空
っ
風
」
の
日
曜
日
、
一
家
総
出
で
の
麦
踏
み
と
い
う
こ
と
だ
。

以
上
の
六
作
品
で
は
、
秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
が
移
っ
て
き
た
。

第
四
四
半
期
、
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
し
な
い
作
品
に
お
い
て
は
、
他
の
四
半

期
と
同
様
、
児
童
は
、
移
り
ゆ
く
季
節
と
共
に
歩
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

六
昭
和
十
七
年
「
俳
句
」
作
品
の
概
括

昭
和
十
七
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
俳
句
」
四
七
〇
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に

「
戦
時
下
」
色
の
見
え
る
の
は
五
七
作
品
（
約
一
二
・
一
％
）。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
で
は
九
八
作
品
中
一
一
（
約
一
一
・
二
％
）。

「
戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化
」
に
つ
い
て
（
そ
の
二
六
）
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第
二
四
半
期
で
は
一
六
二
作
品
中
二
一
（
約
一
二
・
九
％
）。

第
三
四
半
期
で
は
一
三
七
作
品
中
九
（
約
六
・
六
％
）。

第
四
四
半
期
で
は
七
三
作
品
中
一
六
（
約
二
一
・
九
％
）。

第
一
四
半
期
に
お
け
る
「
戦
時
下
」
の
内
容
は
、
作
者
の
父
が
出
征
中
の
当
事

者
で
あ
る
の
は
一
作
品
の
み
で
あ
り
、
他
は
、
「
開
拓
士
」
や
「
勇
士
」
の
見
送

り
の
列
に
整
列
し
た
り
、
戦
勝
祈
願
、
武
運
長
久
の
神
社
参
拝
、
傷
病
兵
へ
の
慰

問
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
児
童
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
が
そ
の
内
容
で
あ
っ

た
。一
方
、
第
一
四
半
期
に
お
け
る
最
大
の
戦
果
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
陥
落
で
あ
っ

た
が
、「
俳
句
」
作
品
に
読
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

第
二
四
半
期
に
お
い
て
は
、
作
者
で
あ
る
児
童
の
肉
親
が
戦
地
に
い
る
内
容
の

作
品
は
、
兄
が
出
征
中
と
推
測
さ
れ
る
一
作
品
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
は
、
第
一

四
半
期
と
同
様
に
、
児
童
に
よ
る
、
神
社
へ
の
参
拝
、
春
の
野
や
田
植
で
の
勤
労

奉
仕
、
出
征
の
見
送
り
、
慰
問
文
作
成
と
、「
銃
後
奉
公
」
が
児
童
の
「
戦
時
下
」

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
三
四
半
期
で
は
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
す
る
作
品
に
お
い
て
、
作
者
の
児
童

に
か
か
わ
り
の
あ
る
肉
親
親
族
が
兵
隊
で
あ
る
内
容
は
見
ら
れ
ず
、
児
童
は
、
戦

果
の
ニ
ュ
ー
ス
に
聞
き
入
り
、
食
糧
増
産
に
、
神
社
の
清
掃
に
勤
労
奉
仕
を
す
る

な
ど
、「
銃
後
」
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。

第
四
四
半
期
で
は
第
三
四
半
期
と
同
様
、
児
童
の
肉
親
親
族
に
係
わ
る
内
容
の

作
品
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
十
二
月
は
、
真
珠
湾
攻
撃
か
ら
一
周
年
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
「
大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
の
作
品
」
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外

の
時
期
に
も
「
皇
軍
の
戦
果
」
が
詠
ま
れ
た
。
児
童
は
、
入
営
、
出
征
、
英
霊
で

の
帰
還
に
立
ち
会
い
、
無
事
を
祈
っ
て
の
宮
参
り
に
、
そ
の
宮
の
霜
を
踏
ん
で
の

清
掃
に
、
勤
労
奉
仕
に
と
働
き
、
そ
れ
ら
を
内
容
と
す
る
作
品
を
詠
ん
だ
。

以
上
、
昭
和
十
七
年
の
「
俳
句
」
を
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
年
の
「
短
歌
」

で
は
、
「
戦
時
下
」
色
を
内
容
と
す
る
作
品
が
、
全
作
品
掲
載
の
約
四
三
・
八
％

を
占
め
て
お
り
、
児
童
の
日
常
に
「
戦
時
」
が
一
層
、
色
濃
く
な
っ
た
こ
と
が
推

測
で
き
た
こ
と
に
比
べ
て
見
る
と
、
「
俳
句
」
で
は
、
そ
の
掲
載
率
は
約
一
二
・

一
％
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
当
事
者
で
あ
る
児
童
の
肉
親
親
族
が
出
征
中
で
あ
る

こ
と
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、

�か
に
二
作
品
に
止
ま
り
、
そ
れ
以
外
は
、
「
戦

時
下
」
ゆ
え
に
児
童
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
が
内
容
で
あ
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
入
営
、
出
征
の
見
送
り
と
英
霊
迎
え
、
「
武
運
長
久
」
を
祈
る

宮
参
り
と
そ
の
お
宮
の
清
掃
、
季
節
ご
と
の
勤
労
奉
仕
な
ど
で
あ
り
、
大
人
が
出

征
し
て
い
く
中
、
児
童
は
、
働
き
手
と
し
て
期
待
さ
れ
、
実
際
の
働
き
手
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
表
す
作
品
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「
戦
時
下
」
を
内
容
と
し
な
い
作
品
四
一
三
句
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
四
半
期
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
と
共
に

過
ご
し
、
そ
の
季
節
の
移
り
行
き
を
、
耳
で
、
目
で
、
肌
で
実
感
し
、
作
句
し
て

見
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
二
〇
一
七
・
一
一
・
二
六
）
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